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【提出用】

富士癒しの森研究所 森の道具館
農学部の付属演習林のひとつ、富士癒しの森研究所の道具館の計画
を行っています。約40haの森林の中にある研究所では、森林管理に
関する研究活動が行われており、研究者・学生・地域の住民が参加
しています。森の道具館は、こうした活動の拠点として、森の道具
を展示しつつ、ワークショップを通じて道具の使い方を学ぶことが
できる場所を提供します。

建築の特徴は、森の維持管理の中でストックされた木材を三次元
スキャンによりデータ化したうえで、パラメトリックに変化する
段面形状に材を割り当て、材からボトムアップに空間を組み立て
ていることです。自然でも人工でもないバランスを持った独特の
架構の形状を探求し、今後発生する伐倒材に対しても、セルフビ
ルドで空間を延伸していける可能性も考察しています。

内観模型写真 使用木材のスキャンモデル 段面スケッチ

今井研究室今井研究室
敷地から採れる材を用いたボトムアップ建築

人間・社会系部門
価値創造デザイン推進基盤

工学系研究科 建築学専攻
空間システム工学

http://www.imai-lab.iis.u-tokyo.ac.jp/

セルフビルド、現地入手木材データ、パラメトリックデザイン� Cw701

今中研究室今中研究室
電気自動車のカーボンフリー充電を目指して

人間・社会系部門
エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門

需要側電力システム工学
http://www.ogimotolab.iis.u-tokyo.ac.jp/imanaka/index.html

今中研究室
※研究室名のみ入力ください

【提出用】

電力システムの状況に応じてIoT技術で電気自動車の充電をコントロール
電気自動車が脱炭素化に役立つには、再生可能エネルギーでうまく充電する必要がありま
す。また、電力のひっ迫時には電池の残量も見ながら充電を減らすことが有効です。本研
究室ではIoT-HUBを使いながら、電力システムに合わせて電気自動車の充電を制御する新
しい充電サービスを研究しています。研究者が開発したサービスをシームレスにアプリで
使えるようにし、充電テストベッドで使ってもらっています。また、DERの通信の応答や
実際の応動を記述するリファレンスモデルを需要側電力システム研究会で構築しています。

電気自動車充電テストベッド 充電サービス実験のシームレスシステムのアプリ

分散エネルギー資源(DER)のリファレンスモデルモデル0の概要
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実測例（EV充放電器)
起動時：応答時間5.2秒、
応動時間17.6秒
停止時：応答時間5.1秒、
応動時間3.4秒

RAシステム IoT-HUB IoTルータ DER

電力システム、電気自動車、充放電器、再生可能エネルギー、IoT� As211




